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先週の６月 10日（土）に平成 29年度長野県高等学校定時制通信制総合体育大会が

本校と長野西高校を会場に開催されました。 

本校からは、先日の北信大会の結果を受け、バドミントン競技に女子４年生の山岸

さん、２年生の宮下さん、男子２年生の武田さんの３名が出場しました。会場は長野

西高校でした。３選手とも限られた練習時間の中、県大会に向け準備をしてきました

が、地区大会を勝ち抜いてきた精鋭の選手との試合に、北信大会のようには試合をさ

せてもらえませんでした。結果は残念ながら１回戦敗退でしたが、持てる力をしっか

りと発揮しました。この経験と悔しさを秋の新人戦に向けて頑張ってほしいと思いま

す。限られた練習時間ですが、工夫と意欲によっていくらでも良い

練習ができると思います。「継続は力なり」 

 また、本校ではバスケットボール・卓球・ソフトテニス・剣道の

競技が行われました。70 名程の選手が集まりました。どの選手、チ

ームも勝利目指して、最後まで諦めることなく、一生懸命プレーし

ている姿が印象的でした。長野県選手の全国大会、北信越大会での活躍をみんなで祈

りましょう。 

 

 

 

一年生にとっては初めての定期考査である前期中間考査が、下記の「今後の予定」のとおり、明日か

ら始まります。無断欠席、事前連絡が無い遅刻の場合は、追試等の措置を受けら

れません。やむを得ず欠席・遅刻をする場合は必ず、17時までに連絡をお願いし

ます。 

また、この間は、生徒完全下校が20時となります。早く帰宅して、テストに備

えよう。 
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『金鵄の卵』     

 

 

 

 
 

☆今後の予定☆ 

6/13（火）～15（木）前期中間考査 

6/13（火） 就職希望者説明会（3･4年生） 

6/20（火）校外清掃＆スポーツデー 

6/28（水）コミュニケーションスキル講話 

     （1年生） 

6/29（木）ビジネスマナーガイダンス 

7/８(土)～９(日)金鵄祭 

～ＰＴＡ総会ありがとうございました～ 

去る、６月２日（金）のＰＴＡ総会にはお忙しい中、出席い

ただきましてありがとうございました。当日は授業見学、給食

の試食の後、ＰＴＡ総会を行いました。質疑忚答では特別なご

意見等はなく、学年懇談会に移りました。   

当日欠席のご家庭には、既に総会資料が生徒を通じて配布さ

れております。ご確認ください。今後ともよろしくお願いいた

します。 



平成29年６月30日 

  

  

 

 

中間考査が無事に終了しました。雨の少ない梅雨ですが、天候が定まらない

こともあってか、少し体調を崩す生徒が出てきています。ご家庭でも健康管理

に注意してください。 

さて昨日、自分の興味関心のある分野について学び、体験し、職業理解を深

めることを目的とした、デモ型進路ガイダンスを開催しました。現在、職業に

はたくさんの分野・系統がありますが、今回は「情報処理・コンピューター」

「土木建築関係」「デザイン・アニメ」「公務員」「福祉関係」の５つの分野につ

いて、専門学校等から講師の先生をお招きして、ガイダンスを行いました。 

 いつもの授業以上に真剣に話を聞き、場合によってはパソコン等の道具を使

って、体験的な学習をすることができました。今後の進路選択の参考にしてほ

しいと思います。ご家庭でもガイダンスの様子を聴きながら、進路について話

題にしてください。 

 

 

 

１年生は28日（水）に松本大学教授の犬飼己紀子先生による、「コミュニケーションスキル講話」を

聴き（体験）しました。人は決して一人では生きていけません。そこには必ず人との関わりが必要にな

ります。一方的に話を聴く講義型ではなく、身体と頭を使ってクラスメイトと協力しながら、楽しく、

心に落ちる講話となりました。感想文の一部を掲載します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                         「定時制だより７号」 

『金鵄の卵』     

 

 

 

 
 

☆今後の予定☆ 

7/８(土)～９(日)金鵄祭 

来週は「金鵄祭」準備のため、大幅な日程の変更が

あります。週間の時間割を見て、登校してください。

下校時間も、金鵄祭準備作業の進捗状況によって異

なります。ご理解ください。 

1年生コミュニケーションを学ぶ 

感想文より 

・普段あまりコミュニケーションが得意な方ではない僕だ

が、この講話を通して、楽しみながらみんなと取り組めた

と思う。（中略）普段あまりしゃべらないクラスメイトとも

交流ができた。みんなで考えながら共に作業するととも

に、達成感や喜びを味わうことができた。今回の経験を

生かして、クラスメイトや他の人達とも積極的に交流して

いきたい。 

・改めて少しクラスのみんなと仲よくなれたらいいなぁと、

そして、この感情をみんなと共有できたらとても嬉しい

です。最後のお話で、「やる気」「元気」「根気」があるこ

とに団結力を深められたらいいです。 

 

～分野・系統別デモ型進路ガイダンス開催～ 

進路について考える 



平成29年７月５日 

  

  

  

６月28日(金)進路講演会を開催しました。講師は東京から

ＨＲソリューションズ株式会社代表取締役 武井繁さんをお

迎えしました。 

現在の社会情勢と未来の予想を踏まえ、これからの「働く」

といくこと、自分らしく生きること等お話しいただきました。

武井さんの経験談を織り交ぜながら、大変わかりやすい内容

でした。感想文から生徒一人一人が将来について、しっかり

と考えて行こうという気持ちが伝わってきます。 

 

〈感想文抜粋〉 
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『金鵄の卵』     

 

 

 

 
 

進路講演会    ～これからの「働く」とは～ 

・自分の「やりたいこと」「やるべきこと」「やれること」を見つけて、武井さんのように、社会のために新しい価値、豊

かな価値を広げていきたいなと思った。現在何をやるべきかも大事だと思っていたけど、未来に自分が何をすべき

か、何をしたいかが今回とても大事だと思った。そして、他人からも自分でも自立（自律）しているなと思える人間に

なりたい。 

・働いている実感と働かせてくれているありがたさを今よりも実感したい。 

・「ｗａｎｔ」「ｃａｎ」「ｍｕｓｔ」の３つを自分の中で見つけて、それを大切に将来の自分の歩み方について真剣に考えてい

きたいです。 

・武井さんは誰かが喜ぶこと、人のために働いて人が喜ぶことが自分の喜びだと言っていた。自分は何が喜びか考え

ることができました。自分が咲きほこれる場所、自分が咲かせたい花を考え続けて花を咲かせたい。 

・チャンスの神様（カイロス）には前髪しかない。がんばってチャンスをつかみに行きます。 

・35年後には人口が江戸時代に戻ると聞き、少し怖いと思いましたが、逆にチャンスであると聞き、胸がときめきまし

た。 

・これからの未来は人口が減少していって就職するということ自体は簡単になっていくと聞いたので、就職がゴール

ではなく、自分らしさとは何かを見つけることが大切だということがよく分かりました。経済的な豊かさだけではな

く、非金銭的な豊かさ、やりがいや喜びを得られるようにこれから自分の目標に向かって今できることを精一杯頑張

ろうと思いました。 

・進路や将来のこと、前向きに考えて、やりたいことをやる。大きい目標を立てるとそのためにやらなければいけない

ことがわかって行動する。やっぱり人生に目的があると楽しいなって思いました。 

・私は今年就職なのでこんなにいろんな職種があり、何が正解はないと思うので、自分に合った仕事を探したいと思

います。合わない仕事も合わない人達もこれからいっぱいあると思います。でもそれを苦に思わず楽しく仕事をした

いと思います。 

 
☆今後の予定☆ 

７/８(土)～９(日) 金鵄祭 

７/10(月) 振替休日 

７/11(火) 芸術鑑賞 

７/13(木) 保護者懇談会調査票 提出〆切 

７/20(木)～25(火) 保護者懇談会 



平成29年７月12日 

  

  

  

 

第 69 回を迎えた金鵄祭が８日（土）、９日（日）行われました。

今年は２日間とも最高気温が 30度を超える真夏日なり、伝統ある定

時制の「かき氷店」は２日間とも一般公開時間内に完売となるほど

大盛況でした。「全てはお客様のために」の精神のもと、生徒会役員

の 17 名が、精一杯のおもてなしをしていました。１日

目は少し緊張気味でしたが、２日目になると堂々として、

お客様へのかけ声も自然と大きくなっていました。小さ

いお子さんには自然と目線を低くして、接待していまし

た。金鵄祭を通じて素晴らしい「キャリア教育」の場に

もなっていたと思います。 

卒業生も（心配で？）テントに来てくれ、かき氷を購

入してくれました。かき氷を購入いただきました皆さん、

ありがとうございました。役員の皆さん、ご苦労様でした。大成功です。 

 また、今年度は校舎２階のパソコン教室前に、授業で作成した作品を展

示し、来校いただいた皆さんに見ていただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                裏面にも金鵄祭の様子があります。 

                         「定時制だより９号」 

『金鵄の卵』     

 

 

 

 
 

第 69回金鵄祭 大成功!! 

☆今後の予定☆ 

 

７/13(木) 保護者懇談会調査票 提出〆切 

７/14(金) 比田井和孝先生講演会  18:00～視聴覚室 

７/20(木)～25(火) 保護者懇談会 

７/26(水)・27(木) 特別時間割 

７/28(金)～８/24(木) 夏期休業 

チケットを買うにも、かき氷を貰うにも長蛇の列 
真剣な眼差し 

定

時

制

作

品

展

示 



新しくなった看板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役員会の様子 暑かった中庭とのぼり旗 



平成29年７月19日 

  

  

  

 

 

７月 14日(金)テレビＣＭやＦＭラジオでもおなじみのヒダ

カズ先生こと、上田情報ビジネス専門学校副校長 比田井和孝 

先生の講演会を開催しました。当日は保護者の方も 12名参加

いただきました。 

 『人生の生き方』というタイトルで、幸せになるために、物

事に対する姿勢や人として大切なことをテレビＣＭのように

アツく講演していただきました。 

 白石康次郞さんの話すごかったですね。また時に、涙するようなお話もありました。最後に比田井先

生から希望者にシールと宿題をいただきました。長時間の講演会でしたが、生徒は                                                                   

真剣に聞き入っていました。                 一人一人がいろいろなことを感じ、 

                            考えさせられた講演会になったと思い

ます。シールをもらった人はシールを

見て、講演内容を思い出してください。  

また、間もなく夏休みです。講演会の

感動を忘れず、有意義な休みとなるこ

とを期待しています。 

 

～生徒の感想から（抜粋）～ 

 

 

 

                                             

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         「定時制だより10号」 

『金鵄の卵』     

 

 

 

 
 

☆今後の予定☆ 

７/20(木)～25(火) 保護者懇談会 

７/26(水)・27(木) 特別時間割 

７/28(金)～８/24(木) 夏期休業 

※夏期休業の課題として「生活体験作文」があります。 

しっかりと取り組んでください。 

・人生は思ったようにいくが、思い通りにはならないということを胸にきざみたいです。そして、人に必要とされ

る人間になりたいです。 

・自分の人生について考えさせられた。今まで普段通りにしている事が当たり前だと思っていたが、これを機に当

たり前のことにも感謝しようと思った。 

・最初は声が大きいなぁと思いました。でも、そうやってうったえてくる意味がわかりました。特に私は人のせい

にすることがしばしばあって、自分さえ良ければいいなど思ったこともありました。今日から考え方を改めて、上

手くいかないことを受け入れていこうと思いました。 

・人は心が大切ということを思いました。感謝の心や思いやりの心、いろいろな心がすごく大切だと思いました。 

・自分のしたことで相手が幸せを感じてくれるのが自分の幸せでもあるのかなと感じた。 

・当たり前のことを大切にしていける人間になっていきたい。自分に胸を張って生きれる生き方でいたい。 

・結構、私にあてはまることが多くておもしろかった。相手は鏡なんだなぁと思った。受け入れることは大事だな

ぁと思った。勝手に不幸になっているのは自分。なんかいろいろ深かった。 


